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京 都 教 育 大 学  教 育 学 部 

学校推薦型選抜 学生募集要項 

 

 

 
本学の学校推薦型選抜の出願には「インターネットによる出願登録」

と出願書類等の「郵送」が必要となります。 



Ⅰ．本学の目的 

  京都教育大学は、学芸についての深い研究と指導とをなし、教養高き人としての知識、情操、態度を養い、併せ

て教育者として必要な能力を得させることを目的とする。 

Ⅱ．教育学部の教育目的 

  教養高き人としての知識、情操、態度を育成し、学校教育、社会教育、生涯学習等の広い教育分野で地域社会

に貢献できる人材を養成することを目指す。 

 

   

 アドミッション・ポリシー（入学者受入れの方針） 

 
京都教育大学は教員養成大学として以下のような皆さんの入学を期待しています。 

１．倫理観と人権意識の大切さを認識し、将来は教師として地域や社会に貢献しようとする情熱と志を持つ人。 

２．子どもの成長に関わることに喜びを感じ、子どもを理解するために、教職に必要な知識や技能を身につける努

力を惜しまない人。 

３．幅広い分野の知識・技能を持つとともに、志望する専攻領域と関連の深い教科に関して確かな学力や実技能

力を有し、課題を深く思考できる人。 

４．教育の基礎となるさまざまな科学、文化、芸術、スポーツなどに関心を持って、広い視野で思考し、表現しようと

する人。 

５．友人や周りの人たちと協働して学んでいく主体性と協調性を備えている人。 

 

◆入学者選抜の基本方針 

 学校教員を志望するすぐれた学生を受け入れ、広く地域の教育に貢献するため、京都府内の高等学校に在籍

する者を対象に小論文と面接で選考する学校推薦型選抜（地域指定）、地域の制限なしに主として小論文と面接

で選考する学校推薦型選抜、大学入学共通テストと本学が実施する教科・科目に係る個別テスト等を課す一般選

抜・前期日程及び後期日程を行います。 

 アドミッション・ポリシーに示している「教師として地域や社会に貢献しようとする情熱と志」、「子どもを理

解するために努力しようとする姿勢」、「知識・技能」、「思考力・判断力・表現力」、「主体性と協調性」等を総合的に

判断し、入学者を選抜します。 

 学校推薦型選抜における方針は、以下のとおりです。 

 

 幅広い分野の「知識・技能」を有しているかを主に調査書で、課題を深く思考できる「思考力・判断力・表現力」を

主に小論文で、友人や周りの人たちと協働して学んでいく「主体性と協調性」を調査書・面接等で確かめます。 

 また、「教師として地域や社会に貢献しようとする情熱と志」を確かめるため、志望する専攻ごとに定める学校種

の教員志望であることを保証する学校長による推薦書及び教員志望動機書の提出を求めます。調査書、教員志望

動機書に基づく面接では、「教師として地域や社会に貢献しようとする情熱と志」に加え、「子どもを理解するため

に、教職に必要な知識や技能を身につける努力」ができるかどうかも評価します。 
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＊＊＊ 令和９年度 京都教育大学教育学部学校推薦型選抜日程の概要 ＊＊＊ 

 
インターネット出願登録及び入学検定料等の支払期間 
１０月２１日（水）９時～１１月５日（木）１２時 
↓                      ↓ 

出 願 書 類 等 の 郵 送 受 付 期 間 
１１月１日（日）～１１月５日（木）（必着） 

↓                      ↓ 

体育領域専攻以外の専攻 
受験票発送 

１１月２０日（金） 

 体育領域専攻 
第１次試験結果通知及び受験票発送 

１１月２０日（金） 
※ 受験票は、第１次試験合格者のみ送付 

↓                      ↓ 
選 抜 期 日 
１２月５日（土） 

↓ 
合 格 発 表 

１２月１８日（金） 
↓ 

入学手続期限（郵送） 
１月７日（木） 
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令和９年度 京都教育大学教育学部 

学校推薦型選抜 学生募集要項 

 

 

 高等学校、中等教育学校、高等部を置く特別支援学校、文部科学大臣が高等学校の課程と同等の課

程を有するものとして認定した在外教育施設（以下、「高等学校等」という。）を令和９年３月に卒

業見込みの者及び学校教育法施行規則第９３条第３項の規定に基づき令和８年４月１日から令和９年

３月３１日までに高等学校等を卒業又は卒業見込みの者で、特に本学への入学を希望し、学業成績、

人物が共に優れ、出身学校長が責任をもって推薦できる者を対象として、入学定員の一部について、

次のとおり学力検査（大学入学共通テスト及び本学が実施する教科・科目に係る個別テスト）を免除

して学校推薦型選抜を実施します。 

 

１．募集人員 

 

  教育学部 

  学校教育教員養成課程 入学定員３００名のうち、学校推薦型選抜募集人員８７名 

    募集人員の内訳は次のとおりです。 

専 攻 入学定員 

募集人員 

一般選抜 
学校推薦型選抜 

学校推薦型選抜 

（地域指定） 

(※２) 前期日程 後期日程 

 教 育 学 専 攻  

３００ 

 １６ －  ６ 

２０ 

 幼児教育専攻   ７  １  ６ 

 発達障害教育専攻   ８  ２  ４ 

 国語領域専攻  １４ －  ５ 

 社会領域専攻  １７  ２ １１ 

 英語領域専攻  １６  ４  ５ 

 数学領域専攻  ２０  ２  ７ 

理科領域専攻  ２３  ４ １３ 

 技術領域専攻   ８ － ５（※１） 

 家庭領域専攻  １１ －  ５ 

 美術領域専攻（美術分野）   ６  ２  ５ 

       （書道分野）   ３ － － 

 音楽領域専攻   ５  ２  ５ 

 体育領域専攻  １５  ５ １０ 

合    計 ３００ １６９ ２４ ８７ ２０ 

 ※１ 技術領域専攻の募集人員については、Ａ入試（３名）とＢ入試（２名）の区分があります。 

    詳細は、２．の(２)「出願要件」（３ページ）を参照してください。 

 ※２ 学校推薦型選抜（地域指定）は、京都府内の高等学校等を対象とした学校推薦型選抜です。 
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２．出願資格及び要件 

 

 次の（１）の出願資格及び要件を全て満たし、かつ（２）にある専攻ごとの出願要件を全て満たし

ている者。 

 

 （１）①高等学校等を令和９年３月に卒業見込みの者及び学校教育法施行規則第９３条第３項の規

定に基づき令和８年４月１日から令和９年３月３１日までに高等学校等を卒業又は卒業

見込みの者 

②出身学校長が責任をもって推薦できる者 

③合格した場合、入学することを確約できる者 

 

 （２）各専攻の出願要件は、次のとおりです。 

専 攻 出願要件 

教 育 学 専 攻 １．教育学及び心理学に強い関心を持ち､同分野の専門的知識を活かして､将来､小学校教員

になろうとする者 

２．調査書の「全体の学習成績の状況」が４.０以上の者 

 ＊各高等学校等からの推薦人数は、１校につき１名とします。 

幼児教育専攻 １．幼児教育に強い関心を持ち、同分野の専門的知識を活かして、将来、幼稚園教員 

になろうとする者 

２．調査書の「全体の学習成績の状況」が４.０以上の者 

 ＊各高等学校等からの推薦人数は、１校につき１名とします。 

発達障害教育専攻 

 

１．特別支援教育に強い関心を持ち､同分野の専門的知識を活かして､将来､特別支援学校教員

もしくは小学校教員になろうとする者 

２．調査書の「全体の学習成績の状況」が４.０以上の者 

 ＊各高等学校等からの推薦人数は、１校につき２名以内とします。 

国語領域専攻 

 

１．国語に強い関心を持ち、同分野の専門的知識を活かして、将来、小学校教員 

 になろうとする者 

２．調査書の「全体の学習成績の状況」が４.２以上の者 

 ＊各高等学校等からの推薦人数は、１校につき１名とします。 

社会領域専攻 

 

１．社会科に強い関心を持ち、同分野の専門的知識を活かして、将来、小学校教員 

 になろうとする者 

２．調査書の「全体の学習成績の状況」が４.０以上の者 

 ＊各高等学校等からの推薦人数は、１校につき１名とします。 

英語領域専攻 

 

１．英語に強い関心を持ち、同分野の専門的知識を活かして、将来、小学校教員 

 もしくは中学校教員になろうとする者 

２．調査書の「全体の学習成績の状況」が４.２以上の者 

 ＊各高等学校等からの推薦人数は、１校につき１名とします。 

数学領域専攻 

 

１．数学（算数）に強い関心を持ち､同分野の専門的知識を活かして､将来､小学校教員

になろうとする者 

２．調査書の「全体の学習成績の状況」が４.０以上の者 

 ＊各高等学校等からの推薦人数は、１校につき１名とします。 

理科領域専攻 

 

１．理科に強い関心を持ち、同分野の専門的知識を活かして、将来、小学校教員 

 になろうとする者 

２．調査書の「全体の学習成績の状況」が４.０以上の者 

 ＊各高等学校等からの推薦人数は、１校につき１名とします。 
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専 攻 出願要件 

技術領域専攻 １．次のいずれかに該当する者 

 Ａ入試：工業・農業などの産業分野の教育及び研究に強い関心を持ち、同分野の 

専門的知識を活かして、将来、中学校教員等になろうとする者 

 Ｂ入試：もの作りや情報の活用などに強い関心を持ち、同分野の専門的知識を 

活かして、将来、小学校教員になろうとする者 

２．出願できる高等学校等 

 Ａ入試（募集人員３名） 

  対象となるのは以下に該当する者 

   ・工業高等学校に在籍する者 

   ・農業高等学校に在籍する者 

   ・高等学校において、専門教育に関する教科「工業」及び「農業」に含まれる

科目の単位を２５単位以上履修した者 

 Ｂ入試（募集人員２名） 

  対象となるのは上記Ａ入試の対象外の高等学校等(普通科を含む。)に在籍する者 

３．調査書の「全体の学習成績の状況」がＡ入試は４.２以上、Ｂ入試は４.０以上の者 

 ＊各高等学校等からの推薦人数は、１校につき１名とします。 

家庭領域専攻 １．家庭科に強い関心を持ち、同分野の専門的知識を活かして、将来、小学校教員 

になろうとする者 

２．調査書の「全体の学習成績の状況」が４.０以上の者 

 ＊各高等学校等からの推薦人数は、１校につき１名とします。 

美術領域専攻 

 

１．子どもの造形教育ならびに美術・工芸に強い関心を持ち､同分野の専門的知識を

活かして、将来、小学校・中学校・高等学校等の美術教育をけん引する学校教員に

なろうとする者 

２．芸術的表現に関して、美術・工芸の授業やクラブ活動などで意欲的な活動が認め

られる者 

３．調査書の「全体の学習成績の状況」が３.８以上の者 

 ＊各高等学校等からの推薦人数は、１校につき２名以内とします。 

音楽領域専攻 

 

１．音楽に強い関心を持ち、同分野の専門的知識を活かして、将来、学校教員 

 になろうとする者 

２．調査書の「全体の学習成績の状況」が４.０以上の者 

 ＊各高等学校等からの推薦人数は、１校につき１名とします。 

体育領域専攻 １．体育・スポーツ分野(保健を含む。)に強い関心を持ち、将来、学校教員になろう

とする者 

２．学校体育で取り扱われている内容､及び本学の教育課程に対応する以下の運動種目 

において､優れた運動能力を有する者(全国規模の大会（注１）への出場経験を有する者､ 

又はブロック大会（注２）にて､ベスト８､もしくは８位以上の競技成績を有する者) 

 出願可能運動種目： 

  体操競技、陸上競技、競泳、球技【ゴール型(バスケットボール､ハンドボール､ 

  サッカー）：ネット型（バレーボール、テニス［ソフトテニスを含む。］、バド 

ミントン、卓球）：ベースボール型(ソフトボール､野球)】､武道(柔道、剣道)､ 

野外活動(スキー) 

３．調査書の「全体の学習成績の状況」が３.８以上の者 

 （注１）全国規模の大会とは、インターハイ、国民スポーツ大会及びそれらと同等以上の大会をいいます。 
（注２）ブロック大会とは､都道府県大会の上位チームもしくは上位の成績を得た個人が､近畿大会など､ 

複数の都道府県からの代表チーム又は個人として競う大会をいいます。 

 

 ＊各高等学校等からの推薦人数は、１校につき２名以内とします。 

 ＊２．に関する問い合わせは１５ページを参照してください。 
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３．出願手続 

 

 （１）出願期間及び検定料等納入期間 

 

事  項 期  間  

インターネット出願登録 

及び検定料等の支払期間 令和８年１０月２１日（水）９時～令和８年１１月５日（木）１２時 

出願書類等の郵送受付期間 

令和８年１１月１日（日）～令和８年１１月５日（木）（必着） 

ただし、出願期間後に到着した場合でも、１１月５日（木）以前の 

発信局消印のある簡易書留・速達に限り有効とします。 

 

 （２）出願方法 

出願完了には下記①、②、③の順番で全ての手続が必要です。なお、各手続には受付期間が定め

られており、いずれか一つでも出願受付期間中に手続が完了できない場合は出願を受理しません

ので、十分注意してください。 

 

①インターネットによる出願登録 

②検定料等（支払手数料等含む）の支払い 

③出願に必要な書類等の郵送（簡易書留・速達）での提出 

 

必要書類等の受付は、郵送（簡易書留・速達）のみとし、郵送受付期間を過ぎたものは受理しま

せんので、郵便事情を十分考慮し、余裕をもって早めに送付してください。 

インターネット環境がない等の理由で、｢①インターネットによる出願登録｣を行えない場合は、

京都教育大学入試課まで相談してください。相談時期によっては、出願が間に合わない場合があり

ますので、早めに連絡してください。 

 

京都教育大学入試課 ＴＥＬ ０７５－６４４－８１６１ 

（土・日曜日、祝日を除く、９時から１２時３０分、１３時３０分から１７時） 
 

 （３）出願登録前に準備するもの 

パソコン・スマート

フォン等 

インターネットに接続されたパソコン・スマートフォン等から出願登録を行っ

てください。 

自宅にパソコン等がない場合は､学校等のパソコン等から出願してください。 

印刷環境 

（カラー推奨） 

郵送が必要な書類をＡ４用紙で印刷してください。自宅にプリンタ等がない場合

は、学校等のプリンタ等から出力してください。 

メールアドレス 出願登録時に必要です。メール受信設定でドメインの設定を行っている場合は、 

「@sak-sak.net」を受信可能なドメインとして設定してください。 

写 真 ２枚(同一)必要です。無帽、上半身、縦４㎝×横３㎝、３か月以内に撮影した写

真の裏面に氏名及び志望専攻名を記入してください。 

出願に必要な書類 ７ページ参照の上､提出期間内に間に合うようあらかじめ用意してください。 

封 筒 必要書類送付のため、市販の角２封筒(24cm×33.2cm)を用意してください。 
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 （４）インターネット出願の流れ 

 

 

ＳＴＥＰ１ 本学ホームページから「インターネット出願サイト」にアクセス。 

      本学ホームページトップ → 入試情報 → 学部入試 →インターネット出願 

      「インターネット出願」バナーをクリック。 

 

 

ＳＴＥＰ２ インターネット出願登録 

      ・インターネット出願サイトの「利用案内」、「出願手順」、「Ｑ＆Ａ」等を必ず確認

してください。 

      ・画面に従って、出願登録を行ってください。 

      ・確認画面で登録内容に間違いがないか、確認してください。 

      ※出願登録完了後の登録内容の変更はできませんので、登録した内容を十分に確認して

ください。 

 

 

ＳＴＥＰ３ 検定料等の支払い 

       次のいずれかの方法で支払手続を行ってください。出願確認票（本人控）に記載された

支払期限までにお支払いください。検定料等の支払いにかかる手数料は志願者負担です。 

       ａ．クレジットカード、インターネットバンキング 

         画面に従って、支払手続を行ってください。 

       ｂ．指定のコンビニエンスストア及び Pay-easy（ペイジー）取扱い金融機関 ATM 

         ①支払方法を選択し、表示される受付番号等（※）をメモするか、画面を印刷

してください。 

          ※支払いのための受付番号等は、出願受付番号とは別の番号となります。 

         ②メモした受付番号等を使用し、コンビニエンスストア、金融機関で支払手続を

行ってください。 

 

 

ＳＴＥＰ４ 出願確認票等の印刷 

       ７ページの書類①～③を出願サイトからＡ４用紙で印刷(カラー推奨)してください。 

 

 

ＳＴＥＰ５ 必要書類等の郵送 

       ７ページの｢出願書類等｣に基づき、出願書類を「簡易書留・速達」により郵送してください。  

      ※郵送用封筒については、市販の角２封筒（２４㎝×３３.２㎝）に、出願サイトから

印刷した「宛名ラベル」を貼り付けて使用してください。 

 

 

【注 意】 

インターネット出願において、出願登録及び検定料の支払いを行っただけでは、出願手続は完了

しません。 

４ページの出願期間中に必着するよう「簡易書留・速達」により出願書類を郵送する必要がありま

す。「出願書類等の郵送受付期間」を過ぎたものは受理しませんので、郵送期間を十分考慮して、手

続を行い、出願書類等を送付してください。 
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 （５）検定料等の支払い方法 

 

①検定料等 １７，４１０円(検定料１７，０００円と受験関係書類送料４１０円) 

検定料等支払い時に、別途検定料等の支払いにかかる手数料（４５１円）がかかります。 

 

 

②支払方法 

クレジットカード、コンビニエンスストア、Pay-easy（ペイジー）の利用が可能です。それぞれの

詳しい支払方法や手続・注意事項等は「インターネット出願サイト」で出願情報登録後の「お支払方

法選択」で確認してください。 

 

 

支払方法 取扱機関等 備 考 

クレジットカード VISA、MasterCard、JCB、 

AMEX、DINERS 

・検定料等の支払いをインターネット出願と同時に

完了することができます。 

コンビニエンスストア セブン-イレブン、 

ローソン、 

ファミリーマート、 

ミニストップ、 

セイコーマート 

・各コンビニエンスストアにより支払方法が異なる

ので、詳細はインターネット出願サイト内のお支

払い方法を確認してください。 

・支払い後、決済データの反映に数時間かかります。

Pay-easy(ペイジー) Pay-easy(ペイジー)が 

利用可能な金融機関 

・取扱金融機関の Pay-easy ロゴが付いている ATM 

もしくはインターネットバンキングで支払うこと

ができます。 

 

※納付された検定料等は、返還しません。 

 ただし、次に該当する場合は、該当者の申し出により当該検定料等を返還します（検定料支払い時

の手数料は、返還しません）。 

 ・出願書類を提出しなかった場合 

 ・出願書類が不備等により受理されなかった場合 

 また、体育領域専攻の第１次試験不合格者に対しては、申し出により１３，０００円を返還します。 

該当者には、検定料返還請求書を送付しますので、入試課入試グループまで申し出てください。 
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 （６）出願書類等 

 

Ａ ①～③はインターネット出願登録完了画面から印刷(片面)し､Ｂと同一の封筒に入れて提出してください。  

出 願 書 類 等 摘         要 

① 出願確認票  インターネット出願サイトの出願登録完了画面からＡ４用紙に印刷してください。 

② 受験票・写真票  インターネット出願登録完了画面からＡ４用紙に印刷し、所定の位置に写真を貼 

り付けてください。 

 写真は２枚(同一)必要です。無帽、上半身、縦４㎝×横３㎝、３か月以内に撮影

した写真の裏面に氏名及び志望専攻名を記入してください。 

③ 宛名ラベル  出願登録完了画面からＡ４用紙に印刷(カラー推奨)の上、必要書類郵送用封筒

（市販の角２封筒）の表面に貼り付けてください。 

 

 

Ｂ ④～⑨は志願者が出願前に準備してＡと同一の封筒に入れて提出してください。 

出 願 書 類 等 摘         要 

④ 推 薦 書 本学ホームページより、所定の様式をダウンロードし、Ａ４用紙に印刷し、使用

してください。 

「推薦書記入要領」により、出身学校長が作成し、厳封したものを提出してください。

⑤ 調 査 書 出身学校長が作成し、厳封したものを提出してください。 

⑥ 教員志望動機書 本学ホームページより、所定の様式をダウンロードし、Ａ４用紙に印刷し、使用 

してください。 

 １６～１９ページに記載の教員志望動機書記入上の注意をよく読んで、本人が 

自筆で、それぞれの項目について、対応する番号を付して記入してください。 

⑦ 体育・スポーツ 

  業績調書 

本学ホームページより、所定の様式をダウンロードし、Ａ４用紙に印刷し、使用 

してください。 

 出身学校長が作成したものを提出してください。 

  （体育領域専攻の志願者のみ提出） 

⑧ 美術・工芸作品 

  証明書 

本学ホームページより、所定の様式をダウンロードし、Ａ４用紙に印刷し、使用 

してください。 

作品（１点）の写真(キャビネ版(12.0cm×16.5cm))を貼付し、作品の制作年月日

と寸法を明記の上、出身学校長及び指導教諭(担任可)の証明を受けてください。 

作品（１点）は、試験当日に受験者本人が持参できるものに限ります。 

  （美術領域専攻の志願者のみ提出） 

⑨ ピアノ伴奏者用 

   楽譜 

裏面に、高等学校等名・氏名を記入してください。 

  （音楽領域専攻の「声楽」選択者のみ提出） 

（注）出願に際しての注意事項 

１．⑤調査書及び⑨ピアノ伴奏者用楽譜以外は、全て本学所定様式により作成してください。 

２．出願書類等に不備がある場合には、受理しないことがありますので十分注意してください。 

３．提出後は、出願書類等の変更及び記入内容の変更は認めません。また、検定料及び出願書類等は

  返還しません。  
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４．障害等のある入学志願者の事前相談について 

 

  障害等のある入学志願者で、受験上及び修学上の配慮を必要とする者は、令和８年９月２８日（月） 

までに、本学入試課入試グループへ相談してください。 

 なお、受験上の配慮については、内容によって対応に時間を要する場合がありますので、早めに

相談するようにしてください。 

 また、期限以降であっても、その状況によっては考慮できる場合がありますので、必ず相談する

ようにしてください。 

 相談の方法等の詳細については、本学ホームページを参照してください。 

 （本学ホームページトップ → ＭＥＮＵ → 入試情報 → 受験上の配慮等に関する事前相

談について） 

 

 

５．受験票等の発送 

 

受験票、受験に際しての注意事項及び体育領域専攻第１次試験結果通知は、令和８年１１月 

２０日（金）に発送します。 

ただし、体育領域専攻志願者の受験票は、第１次試験合格者にのみ送付します。 

 

 

６．選抜期日等 

 

 （１）選抜期日   令和８年１２月５日（土） 
             （体育領域専攻の第２次試験も、同日に実施します。） 

 

 （２）実施場所     京都教育大学  京都市伏見区深草藤森町 1 番地 

  

 （３）専攻ごとの選抜方法等  

 

教育学専攻､幼児教育専攻､発達障害教育専攻､国語領域専攻､社会領域専攻､英語領域専攻､

数学領域専攻、理科領域専攻、技術領域専攻（Ａ入試、Ｂ入試）、家庭領域専攻 

 

推薦書、調査書、教員志望動機書を参考資料として、小論文及び面接による選抜を行います。 

 

       選抜の実施科目等及び時間 

科 目 等 時   間 

小 論 文  ９：３０～１１：００ 

面   接 １２：３０～１７：００ 
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美術領域専攻 

推薦書、調査書、教員志望動機書を参考資料として、小論文、面接及び美術・工芸作品による

選抜を行います。 

当日は、出願時に提出した写真の作品を持参してください。 

 

       選抜の実施科目等及び時間 

科 目 等 時   間 

小 論 文  ９：３０～１１：００ 

面   接 １２：３０～１７：００ 

 

 

音楽領域専攻 

推薦書、調査書、教員志望動機書を参考資料として、実技検査及び面接による選抜を行

います。 

 

       選抜の実施科目等及び時間 

科 目 等 時   間 

実 技 検 査  ９：３０～１１：３０ 

面   接 １２：３０～１７：００ 

 

 

体育領域専攻 

推薦書、調査書、教員志望動機書を参考資料として、体育・スポーツ業績調書、小論文、

面接による選抜を行います。 

 

第１次試験 

         体育・スポーツ業績調書により選抜を行います。 

 

         第１次試験の選抜結果は、１１月２０日付けの文書をもって通知します。 

     

第２次試験  令和８年１２月５日（土） 

         第１次試験の合格者に対し小論文及び面接を課し、第１次試験の成績と総合して

選抜を行います。 

 

       選抜の実施科目等及び時間 

科 目 等 時   間 

小 論 文  ９：３０～１１：００ 

面   接 １２：３０～１７：００ 

 

 

※各専攻の面接、実技検査の終了時刻については、受験者数により変更になる場合があります。 
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（４）選抜の内容等 

 小 論 文 

専 攻 検 査 内 容 及 び そ の 評 価 基 準 

教 育 学 専 攻  子どもの教育や発達に関する文献や資料を提示し、その内容について論述させ、

理解力、表現力、関心・意欲等を総合的に評価する。 

幼児教育専攻  幼児の教育や発達に関する文献や資料を提示し、その内容について論述させ、 

理解力、表現力、関心・意欲等を総合的に評価する。 

発達障害教育専攻  特別支援教育に関する文献や資料を提示し、その内容について論述させ、理解

力、表現力、関心・意欲等を総合的に評価する。 

国語領域専攻  言葉、文化、教育などに関する文献や資料を提示し、その内容について論述させ、 

基礎的教養、理解力、思考力、表現力等を総合的に評価する。 

社会領域専攻  人文科学、社会科学に関する文献や資料を提示し、その内容について論述させ、

基礎的教養、思考力、表現力等を総合的に評価する。 

英語領域専攻  言語、文化、現代社会などに関する英語で書かれた文献を提示し、その内容につ

いて日本語で論述させ、基礎的教養、思考力、表現力等を総合的に評価する。あわ

せて、教育に対する意欲や関心についても見る。 

数学領域専攻  数学（算数）、教育などに関連する資料や文章を提示し、それに関連した論述を 

させ、論証力、読解力、説明能力、思考力、表現力、基礎的教養等を総合的に評価 

する。 

理科領域専攻  自然科学や、理科の教育に関する事柄について、提示された文章や資料を手掛か

りに論述させる。教育に対する関心・意欲とともに、基礎的教養、思考力、表現力

等を総合的に評価する。 

技術領域専攻 

(Ａ入試､Ｂ入試) 

 現代社会を支えている技術に関する課題について論述させ､基礎的教養､理解力､ 

論理的思考力、創造的思考力、表現力等を総合的に評価する。 

家庭領域専攻  生活のあり方やそれに関わる教育的課題に関する内容を論述させ、基礎的教養、

思考力、表現力等を総合的に評価する。 

美術領域専攻  美術教育に関する課題について､提示された文献や資料を手掛かりに論述させる｡

教育実践に関する理解や関心及び教職への意欲を見るとともに、子どもの感性や 

創造力を育成し、図画工作や美術・工芸の専門性を有する教員としての資質を、総

合的に評価する。 

体育領域専攻  保健体育に関する文献・資料または課題を提示し、その内容について論述させ、

基礎的知識、思考力、表現力等を総合的に評価する｡ 
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 面   接 
 

専 攻 検 査 内 容 及 び そ の 評 価 基 準 

教 育 学 専 攻  志望動機、教育学及び心理学に対する関心､小学校・中学校・高等学校等で学んだ

内容等について問い、小学校教員になろうとする意欲､資質､思考力､表現力を総合的

に評価する。面接形態は、原則として集団面接（注）とする。 

幼児教育専攻  志望動機､幼児教育に対する関心､これまでの学校教育等で学んだ内容等について

問い、幼稚園教員になろうとする意欲､資質、思考力、表現力を総合的に評価する。

面接形態は、原則として集団面接（注）（集団討論を含む。）とする。 

発達障害教育専攻  志望動機､これまでの学校生活・学習、特別支援教育に対する関心等について問

い､教員になろうとする意欲、資質、思考力、表現力を総合的に評価する。面接形態

は、原則として集団面接（注）とする。 

国語領域専攻  志望動機、国語に対する関心、小学校・中学校・高等学校等で学んだ内容等に 

ついて問い、小学校教員になろうとする意欲、資質、思考力、表現力を総合的に評

価する。面接形態は、原則として集団面接（注）とする。 

社会領域専攻  志望動機、社会科に対する関心、小学校・中学校・高等学校等で学んだ内容等に

ついて問い､小学校教員になろうとする意欲、資質、思考力、表現力を総合的に評価

する。面接形態は、原則として集団面接（注）とする。 

英語領域専攻 

 

 志望動機、英語に対する関心、小学校・中学校・高等学校等で学んだ内容等に 

ついて問い、教員になろうとする意欲、資質、思考力、表現力を総合的に評価する｡

面接形態は、原則として集団面接（注）とする。 

数学領域専攻  志望動機、数学（算数）に対する関心、小学校・中学校・高等学校等で学んだ 

内容等について問い、小学校教員になろうとする意欲、資質、思考力、説明能力、表

現力、積極性を総合的に評価する。面接形態は、原則として個人面接（注）とする。面

接形態が集団面接に変更された場合には、特に積極性を重視する。 

理科領域専攻 

 

 志望動機、理科に関する内容とそれに対する興味・関心、探究活動の経験等に 

ついて問い、小学校教員になろうとする意欲、資質、思考力、表現力を総合的に 

評価する。面接形態は、原則として個人面接（注）とする。 

技術領域専攻 （Ａ入試） 

 志望動機、工業・農業などの産業分野に対する関心、これまでに学んだ内容等に

ついて問い､教員になろうとする意欲､資質､思考力､表現力等を総合的に評価する。

面接形態は、原則として個人面接（注）とする。 

（Ｂ入試） 

 志望動機、もの作りや情報の活用などに対する関心、これまでに学んだ内容等に

ついて問い、小学校教員になろうとする意欲、資質、思考力、表現力等を総合的に

評価する。面接形態は、原則として個人面接（注）とする。 

家庭領域専攻  志望動機、家庭科に対する関心、小学校・中学校・高等学校等で学んだ内容等に

ついて問い、小学校教員になろうとする意欲、資質、思考力、表現力等を総合的に

評価する。面接形態は、原則として個人面接（注）とする。 

美術領域専攻  志望動機、美術・工芸に対する関心、小学校・中学校・高等学校等で学んだ内容

等について問う。教員になろうとする高い意識、資質、思考力、表現力等を総合的

に評価する。面接形態は、原則として集団面接（注）とする。 

音楽領域専攻  志望動機、音楽に対する関心、小学校・中学校・高等学校等で学んだ内容等に 

ついて問い、教員になろうとする意欲、資質、思考力、表現力等を総合的に評価す

る。面接形態は、原則として個人面接（注）とする。 

体育領域専攻  志望動機､保健体育に対する関心､学校教育や体育・スポーツ活動を通じて学んだ

内容等について問い、教員になろうとする意欲、資質、思考力、表現力等を総合的

に評価する。面接形態は、個人面接とする。 

 なお、面接には第１次試験合格者に対して事前に提示する課題についてのプレゼ

ンテーションを含む。（電子機器の使用は不可） 

（注）志願者数により、個人面接を集団面接に、集団面接を個人面接に変更することがあります。 
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 実 技 検 査 

専 攻 検 査 内 容 及 び そ の 評 価 基 準 

音楽領域専攻  次の１～２のうちから１つを出願時に選択登録し、受験すること。 

 １．器楽 

 （１）出願時に実技選択種目欄の「器楽」を選択登録し、楽器名を登録すること。 

 （２）演奏は自由曲１曲とし、暗譜の上、繰り返しは省略すること。 

 （３）ピアノ以外の楽器は、各自持参を原則とする。 

 ２．声楽 

 （１）出願時に実技選択種目欄の「声楽」を選択登録し、曲名と希望する調を登録

すること。また、出願時にピアノ伴奏者用楽譜を提出すること。 

 （２）演奏は自由曲１曲とし、暗譜すること。 

 （３）伴奏者は、本学で準備する。 

  

［評価基準］ 

演奏技術、音楽性、表現力を総合的に評価する。 

 

 

（５）配点 
 

専 攻 書類等選考 
(美術・工芸作品を含む) 

小 論 文 実技検査 面 接 合  計 

教 育 学 専 攻、幼児教育専攻、 

発達障害教育専攻、国語領域専攻、 

社会領域専攻、英語領域専攻、 

数学領域専攻、理科領域専攻、 

技術領域専攻、家庭領域専攻 

――― １００ ――― １００ ２００ 

美術領域専攻 １００ １００ ――― １００ ３００ 

音楽領域専攻 ――― ――― １００ １００ ２００ 

体育領域専攻 １００ １００ ――― １００ ３００ 

 

 

７．合否判定基準 

 

 ・選抜の実施科目等のすべてを受験した者以外は欠席者とします。 

 ・合否判定は、専攻ごと（技術領域専攻はＡ入試、Ｂ入試ごと）における総得点の順位によるも

のとします。 

 ・総得点の同点者はすべて同順位とし、合格最終順位に同点者が複数いる場合は、その全員を合

格者とします。 

 

 

８．合格発表 

令和８年１２月１８日（金） １０時 

 

合格者の受験番号を本学のホームページに掲載するとともに、合格者には合格通知書を発送します。 

（本学ホームページトップ → ＭＥＮＵ → 入試情報 → 合格発表） 

また、選考の結果について、出身学校長あてに文書をもって通知します。 

電話等による問い合わせには一切応じられません。 
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９．入学手続等 

 

 入学手続は、下記により行ってください。 

 なお、詳細については、合格者に別途通知します。 

 

（１）入学手続の日時・方法 

   令和９年１月７日（木）までに必着とし、郵送により行ってください。 

 

（２）納付金 

ア．入学料      ２８２，０００円（予定額） 

イ．入学時諸費用    ５４，６６０円（予定額） 

（内訳：学生教育研究災害傷害保険料等４，６６０円、 

自治会費１０，０００円、教育後援会費３０，０００円、同窓会費１０，０００円） 

（注）①既納の入学料は、いかなる理由があっても返還しません。 

②授業料については、前期分は５月末まで、後期分は１１月末までに納入いただきま

す。納入手続の詳細については、合格者に配付する「合格者への入学案内」により

お知らせします。 

（参考） 授業料（年額） ５３５，８００円 

（前期２６７，９００円 後期２６７，９００円）（予定額） 

③上記の入学料、授業料及び入学時諸費用は、令和８年度入学者の金額であり、令和

９年度入学者については、変更する場合があります。 

④在学中に授業料の改定を行った場合は、改定時から新授業料が適用されます。 

⑤入学時諸費用（上記イ）を納入した者が、入学を辞退した場合には、納入した者の

申し出により返還します。 

⑥詳細については、合格者に配付する「合格者への入学案内」を参照してください。 

 

（３）入学の辞退 

本選抜では、合格した場合に入学することを確約できる者であることを出願要件としていま

す。真にやむを得ない特別な事情が生じ入学を辞退する場合は、出身学校長から入学辞退願

（様式任意）を令和９年１月２９日(金)までに学長あてに提出し、許可を得た場合に限り入学

辞退を認めます。 

 

 

１０．入学前の学習課題 

 

 合格者には、入学までに取り組むべき課題として、レポート等の課題を課します。詳細は、合格通

知書とともに通知します。 

 

 

１１．学校推薦型選抜に係る留意事項 

 

（１）国公立大学（※独自日程で入学者選抜を行う公立大学・学部を除く。以下同じ。）の学校推

薦型選抜(大学入学共通テストを課す場合、課さない場合を含めて)へ出願できるのは、１つの

大学・学部なので注意してください。 

※公立大学協会ホームページ参照。 

（２）出身学校長から国公立大学の学校推薦型選抜(大学入学共通テストを課す場合､課さない場

合を含めて)に推薦された志願者は、不合格となった場合に備え、本学を含む国公立大学の一

般選抜に出願することができます。出願する場合は、「前期日程」の大学・学部から１つ、「後

期日程」の大学・学部から１つの合計２つまでの大学・学部を選んで出願することができます。 

なお、本学の一般選抜を受験する場合は､大学入学共通テストを受験のうえ､令和８年１０

月下旬に公表する本学の学生募集要項により出願手続を行ってください。 

ただし、学校推薦型選抜に合格した者は、本要項の「９．入学手続等」の「（３）入学の辞

退」により入学の辞退を許可された場合を除き、一般選抜を受験しても合格者とはなりませ

ん。 

（３）入学者選抜の結果によっては、合格者が募集人員に満たない場合があります。 
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（４）合格者は本学で定めた入学手続期間中に所定の手続きを行うものとします。 

この場合、本要項の「９．入学手続等」の「（３）入学の辞退」により入学の辞退を許可さ

れた場合を除き、他の国公立大学・学部の入学許可は得られません。 

（５）合格者が本学で定めた入学手続期間中に所定の手続を完了しない場合は、本学の学校推薦型

選抜の合格者としての権利を消失するとともに、他の国公立大学・学部の入学許可は得られま

せん。 

（６）１つの国公立大学に入学手続きを完了したときは、それ以後にこれを取り消して、他の国公

立大学に入学手続きをとることは認められません。 

（７）所定の期間内に入学手続を完了した者であっても、令和９年３月３１日までに高等学校等を

卒業できない場合は、入学は許可されません。 

 

 
１２．入試情報の開示請求 
 

（１）開示内容 
   ・個人成績 

書類等選考（美術・工芸作品を含む。）、小論文、実技検査、面接の得点 
（２）開示手続 

   ①開示の対象者 
     受験者本人に限ります（代理人は不可）。 
   ②開示期間等 
     令和９年５月６日（木）～令和９年５月３１日（月） 
     （土・日曜日、祝日を除く、９時から１２時３０分、１３時３０分から１７時） 
   ③申請方法 
     入試課入試グループ窓口において、所定の「成績開示申請書」に必要事項を記入し、受験

票を添えて提出してください。 
   ④開示方法 
     入試課入試グループ窓口で「成績開示表」を交付します。 
 
 
１３．不正行為について 
 

（１）出願書類等の偽造、虚偽記載、剽窃、顔写真の加工、その他選抜の公平性を損なう不正な行
為が認められた場合には、出願を取り消します。また、出願受理後または入学後に出願書類等
に不正があることが明らかになった場合には、出願受理または入学許可を取り消します。な
お、この場合、検定料及び入学料は返還しません。 

（２）試験室内及び面接控室内では、携帯電話、スマートフォン、ウェアラブル端末等の電子機器
類の使用を禁止します。持参する場合には、アラーム等の設定を解除し、電源を切って入室し
てください。 

なお、試験時間中に携帯電話、スマートフォン、ウェアラブル端末等の電子機器類を使用し
た場合は、不正行為として扱います。 

（３）小論文試験で使用できるものは、鉛筆、鉛筆キャップ、シャープペンシル、消しゴム、鉛筆
削り、時計(計時機能だけのもの)、及び許可されたもののみとします。下敷き、定規、時計の
アラーム、携帯電話などは使用してはいけません。なお、使用できるもの以外のものをかば
ん等にしまわず、身につけていたり手に持ったりしていた場合、あるいは使用した場合は、
不正行為となることがあります。 

（４）試験時間中は、他の受験者の迷惑になる行為、試験の公正を欠くような行為、不正行為と疑
われるような行為などは慎んでください。 
なお、試験中にカンニングをする、あるいは他の受験者に解答を教えたり、カンニングの手

助けをしたりすることは、不正行為となります。 
（５）不正行為を行った場合は、その時点で受験を中止し、退室させます。その場合は、以後の受

験はできなくなるとともに、受験したすべての科目等の成績を無効とします。 
（６）必要に応じて、追加的な書類の提出を求めたり、試験当日に別室での聴取を行ったり、所持

品検査を行ったりすることがあります。悪質な場合は警察に被害届を提出する場合がありま
す。 
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１４．その他の注意事項 
 

（１）受験のための宿泊施設の斡旋は行いません。 
（２）過去１年間の入試問題は入試課入試グループで閲覧することができます。 
（３）入学者選抜に関する問い合わせは、原則として出願を希望する本人が入試課入試グループに

行ってください。郵便により行う場合はあて先を明記し、１１０円分の切手を貼った長型３号
の返信用封筒を必ず同封してください。 

（４）体育領域専攻の「出願要件」（３ページ）の２．に関する問い合わせは、原則として出願を
希望する本人が、巻末の「出願要件照会書」を用いて行ってください。 

＊問い合わせは任意です。 
    問い合わせをする場合は、令和８年９月２９日（火）までに必着とし、入試課入試グループ

に郵送（１１０円分の切手を貼った長型３号の返信用封筒を同封）により行ってください。結
果についての通知を、令和８年１０月５日（月）までに文書で発送します。 

 
 

 
 [問い合わせ先] 

     〒６１２－８５２２ 京都市伏見区深草藤森町１番地 
      京都教育大学 入試課 入試グループ 
      ＴＥＬ ０７５－６４４－８１６１ 
      （土・日曜日、祝日を除く、９時から１２時３０分、１３時３０分から１７時） 
      ＦＡＸ ０７５－６４２－５４６６ 
 
 
 
 
 

  

入学者選抜に関する個人情報の取扱いについて 

 
 本学が実施する入学者選抜において取得した個人情報については、次のとおり取扱います。 

 
１．個人情報については、「個人情報の保護に関する法律」及び「国立大学法人京都教育大学個人情報保護規程」に

基づき取扱います。 

 
２．出願書類等に記載された氏名、住所その他の個人情報については、①出願処理、②入学者選抜の実施、③合格発

表、④入学手続業務、⑤入学者選抜方法改善のための調査・研究及びこれらに付随する業務の実施のために利用し

ます。 

 
３．国公立大学の一般選抜における合格決定業務を円滑に行うため、氏名、性別、生年月日、高等学校等コード、大

学入学共通テストの受験番号、学校推薦型選抜の合格及び入学手続等に関する情報を、独立行政法人大学入試セン

ター及び併願先の国公立大学へ提供します。 

 
４．出願書類等に記載された個人情報及び入学者選抜の成績は、入学者のみ入学後の①教務関係（学籍、修学指導等）、

②学生支援関係（奨学金、授業料免除、健康管理等）、③授業料等に関する業務を行うために利用します。 

 
５．入学後の学生生活支援のため京都教育大学生活協同組合から申し出があった場合は、利用目的を限定した上で合

格者の出願書類等に記載された個人情報のうち氏名及び住所を提供する場合があります。 
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教員志望動機書記入上の注意 

 

Ⅰ．本学ホームページより､様式をダウンロードし､Ａ４サイズに片面印刷(２枚)して､使用してくださ

い。 

Ⅱ．黒のボ－ルペンを使用して、できるだけ具体的に本人が記入してください。誤って記入した場合

は、誤記部分を二重線で消して訂正してください。訂正印は不要です。 

Ⅲ．面接の際には、ここに書かれたことについて質問することがあります。 

Ⅳ．記入の際は、専攻ごとの記入事項に従い、それぞれの項目について、対応する番号を付して記入 

してください。 

Ⅴ．記入後、左上をホッチキス止めし、提出してください。 

 

 

[ 専攻ごとの記入事項 ] 

 

 

教育学専攻 

１．小学校教員になろうとする理由。 

２．どのような小学校教員になりたいと思っているか。 

３．教育学専攻を志望する理由。 

４．「上記２」を実現するために、教育学専攻でどのような勉強をしたいか。また、それ以外に大学

でどのようなことを学びたいか。 

５．自分について知ってもらいたいこと。 

  例：学業関係、課外活動関係(弁論大会への出場、ボランティア活動等を含む｡）、検定試験等の

取得資格、特技等、その他自己をアピ－ルできること。 

 

 

幼児教育専攻 

１．幼稚園教員になろうとする理由。 

２．どのような幼稚園教員になりたいと思っているか。 

３．幼児教育専攻を志望する理由。 

４．「上記２」を実現するために、幼児教育専攻でどのような勉強をしたいか。また、それ以外に大

学でどのようなことを学びたいか。 

５．自分について知ってもらいたいこと。 

  例：学業関係、課外活動関係(弁論大会への出場、ボランティア活動等を含む｡）、検定試験等の

取得資格、特技等、その他自己をアピ－ルできること。 

 

 

発達障害教育専攻 

１．特別支援学校教員もしくは小学校教員になろうとする理由。 

２．どのような特別支援学校教員もしくは小学校教員になりたいと思っているか。 

３．発達障害教育専攻を志望する理由。 

４．「上記２」を実現するために、発達障害教育専攻でどのような勉強をしたいか。また、それ以外

に大学でどのようなことを学びたいか。 

５．自分について知ってもらいたいこと。 

  例：学業関係、課外活動関係(弁論大会への出場、ボランティア活動等を含む｡）、検定試験等の

取得資格、特技等、その他自己をアピ－ルできること。 
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国語領域専攻 

１．小学校教員になろうとする理由。 

２．どのような小学校教員になりたいと思っているか。 

３．国語領域専攻を志望する理由。 

４．「上記２」を実現するために、国語領域専攻でどのような勉強をしたいか。また、それ以外に大学

でどのようなことを学びたいか。 

５．自分について知ってもらいたいこと。 

  例：学業関係、課外活動関係(弁論大会への出場、ボランティア活動等を含む｡）、検定試験等の

取得資格、特技等、その他自己をアピ－ルできること。 

 

 

社会領域専攻 

１．小学校教員になろうとする理由。 

２．どのような小学校教員になりたいと思っているか。 

３．社会領域専攻を志望する理由。 

４．「上記２」を実現するために、社会領域専攻でどのような勉強をしたいか。また、それ以外に大学

でどのようなことを学びたいか。 

５．自分について知ってもらいたいこと。 

  例：学業関係、課外活動関係(弁論大会への出場、ボランティア活動等を含む｡）、検定試験等の

取得資格、特技等、その他自己をアピ－ルできること。 

 

 

英語領域専攻 

１．小学校教員もしくは中学校教員になろうとする理由。 

２．どのような小学校教員もしくは中学校教員になりたいと思っているか。 

３．英語領域専攻を志望する理由。 

４．「上記２」を実現するために、英語領域専攻でどのような勉強をしたいか。また、それ以外に大学

でどのようなことを学びたいか。 

５．これまで英語の勉強にどのように取り組んできたか。 

６．自分について知ってもらいたいこと。 

  例：学業関係、課外活動関係(弁論大会への出場、ボランティア活動等を含む｡）、検定試験等の

取得資格、特技等、その他自己をアピ－ルできること。 

 

 

数学領域専攻 

１．小学校教員になろうとする理由。 

２．どのような小学校教員になりたいと思っているか。 

３．数学領域専攻を志望する理由。 

４．「上記２」を実現するために、数学領域専攻でどのような勉強をしたいか。また、それ以外に大学

でどのようなことを学びたいか。 

５．これまで数学（算数）の勉強にどのように取り組んできたか。何か特徴のある勉強の仕方をした

場合は、その内容についても記入すること。また、これらの内容に関連する特別な活動の記録

［研究発表、受賞など］があれば、それについても記入すること。 

６．自分について知ってもらいたいこと。 

  例：学業関係、課外活動関係(弁論大会への出場、ボランティア活動等を含む｡）、検定試験等の

取得資格、特技等、その他自己をアピ－ルできること。 
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理科領域専攻 

１．小学校教員になろうとする理由。 

２．どのような小学校教員になりたいと思っているか。 

３．理科領域専攻を志望する理由。 

４．「上記２」を実現するために、理科領域専攻でどのような勉強をしたいか。また、それ以外に 

大学でどのようなことを学びたいか。 

５．自分について知ってもらいたいこと。 

  例：・これまで理科の勉強にどのように取り組んできたか。何か特徴のある勉強の仕方をした 

 場合は、その内容。 

    ・探究活動などの、特別な活動の内容や記録［研究発表、受賞など］。 

    ・学業関係、課外活動関係(弁論大会への出場、ボランティア活動等を含む｡）、検定試験等

の取得資格、特技等、その他自己をアピ－ルできること。 

 

 

技術領域専攻（Ａ入試） 

１．教員になろうとする理由。 

２．どのような教員になりたいと思っているか。 

３．技術領域専攻を志望する理由。 

４．「上記２」を実現するために、技術領域専攻でどのような勉強をしたいか。また、それ以外に 

大学でどのようなことを学びたいか。 

５．自分について知ってもらいたいこと。 

  例：学業関係、課外活動関係（工業・農業など専門分野におけるコンテスト・コンクールや、弁

論大会への出場、ボランティア活動等を含む｡）、検定試験等の取得資格、特技等、その他

自己をアピ－ルできること。 

 

 

技術領域専攻（Ｂ入試） 

１．小学校教員になろうとする理由。 

２．どのような小学校教員になりたいと思っているか。 

３．技術領域専攻を志望する理由。 

４．「上記２」を実現するために、技術領域専攻でどのような勉強をしたいか。また、それ以外に 

大学でどのようなことを学びたいか。 

５．自分について知ってもらいたいこと。 

  例：学業関係、課外活動関係(弁論大会への出場、活動等を含む｡）、検定試験等の取得資格、特

技等、その他自己をアピ－ルできること。 

 

 

家庭領域専攻 

１．小学校教員になろうとする理由。 

２．どのような小学校教員になりたいと思っているか。 

３．家庭領域専攻を志望する理由。 

４．「上記２」を実現するために、家庭領域専攻でどのような勉強をしたいか。また、それ以外に 

大学でどのようなことを学びたいか。 

５．自分について知ってもらいたいこと。 

  例：学業関係、課外活動関係(弁論大会への出場、ボランティア活動等を含む｡）、検定試験等の

取得資格、特技等、その他自己をアピ－ルできること。 
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美術領域専攻 

１．教員になろうとする理由。 

２．どのような教員になりたいと思っているか。 

３．美術領域専攻を志望する理由。 

４．「上記２」を実現するために、美術領域専攻でどのような勉強をしたいか。また、それ以外に 

大学でどのようなことを学びたいか。 

５．自分について知ってもらいたいこと。 

  例：学業関係、図画工作や美術・工芸での取り組み、課外活動関係（展覧会、文化活動、ワーク

ショップ、ボランティア活動等への参加）、検定試験等の取得資格、児童･幼児との交流体

験、特技等、その他自己をアピールできること。 

 

 

音楽領域専攻 

１．教員になろうとする理由。 

２．どのような教員になりたいと思っているか。 

３．音楽領域専攻を志望する理由。 

４．「上記２」を実現するために、音楽領域専攻でどのような勉強をしたいか。また、それ以外に 

大学でどのようなことを学びたいか。 

５．自分について知ってもらいたいこと。 

  例：学業関係、課外活動関係(演奏会･コンクールへの出演・出場､ボランティア活動等を含む｡)、

検定試験等の取得資格、特技等、その他自己をアピ－ルできること。 

６．実技検査の受験種目。 

ａ．選択種目（器楽・声楽）を記入する。 

ｂ．器楽の場合、楽器名を記入する。 

 

 

体育領域専攻 

１．教員になろうとする理由。 

２．どのような教員になりたいと思っているか。 

３．体育領域専攻を志望する理由。 

４．「上記２」を実現するために、体育領域専攻でどのような勉強をしたいか。また、それ以外に 

大学でどのようなことを学びたいか。 

５．自分について知ってもらいたいこと。（体育・スポーツ業績調書の内容を含めないこと。） 

  例：学業関係、課外活動関係（弁論大会への出場、ボランティア活動等を含む｡）、検定試験等の

取得資格、特技等、その他自己をアピ－ルできること。 
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令和９年度京都教育大学 学校推薦型選抜 

出願要件照会書 

[体育領域専攻] 
 

出願希望者 

氏  名 
 

性 別 男 ・ 女 

住  所 
〒 

電話番号 
 Ｔ Ｅ Ｌ  

 携帯電話  

高 等 学 校 等 名 
 

所 在 地 

〒 

 

種  目  名 
 

出場大会、発表会、 

活動等名（出場した 

 全国規模の大会や 

 ブロック大会の名称） 

 

大会の主催者名 
 

大 会 へ の 出 場 資 格 

（予選会での成績等） 

 

開 催 期 日 
 

参加者、チーム数 
 

成    績 
 

ポジション、役割 
 

体育領域専攻の出願要件（３ページ掲載）の２．に関する問い合わせは、令和８年９月２９日（火）

までに必要事項を記入のうえ、郵送（１１０円分の切手を貼った長型３号の返信用封筒を同封）に  

より本学入試課入試グループに提出してください（照会は任意）。結果についての通知を、令和８年 

１０月５日（月）までに文書で本人あてに発送します。 

【学生募集要項１５ページ「１４.その他の注意事項」の（４）参照】 

 

（記入上の注意） 

  体育・スポーツ活動に関する具体的な業績（全国規模の大会やブロック大会での成績等）のうち、

最も優れたものを記入してください。 


